
平成 14年
岩見沢市男女共同参画計画
（平成 14年度～ 18年度）を策定

平成19年（岩見沢市男女共同参画計画の見直し）
いわみざわ男女共同参画実践プラン
（平成 19年度～ 23年度）を策定

平成 24年
第２次いわみざわ男女共同参画実践プラン
（平成 24年度～ 33年度）を策定

平成 31年 4月号 8広報

基本理念
　男女の人権の尊重　
　あらゆる分野への参加・参画の推進
　自立と共生の促進
基本目標
Ⅰ　男女の人権の尊重
Ⅱ　社会における制度または慣行についての

配慮
Ⅲ　政策等の立案および決定への共同参画
Ⅳ　家庭生活における活動と他の活動の両立
Ⅴ　国際的協調

　
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

責
任
を
分
か
ち
合
い
、そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
市
は
、
男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
輝
き
な
が
ら
暮
ら
せ
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、〝
い
わ
み
ざ
わ
男
女
共
同
参
画
実
践
プ
ラ
ン
〞

を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
先　
市
民
連
携
室

は

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

男
対
等

女

第
３
次
プ
ラ
ン
の
策
定

　
こ
れ
ま
で
市
は
、
い
わ
み
ざ
わ
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
市
民
会
議
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
は
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
平
成
28
年
４
月
に
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）
が
施
行
さ
れ

る
な
ど
、
男
女
の
仕
事
と
家
庭
生
活
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
や
、
依
然

と
し
て
な
く
な
ら
な
い
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）や
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
そ
し
て
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
向
け

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
計
画
期
間
を
２
０
２
０
年
度
か

ら
と
す
る
、
第
３
次
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

男女共同参画実践プラン推進委員会の委員を募集
　第 3次プランの策定にあたり、市民の皆さんや専門家の意見を反
映させるため推進委員会を設置します。委員は学識経験者、関係団
体からの推薦のほか、市民の皆さんの中から公募により選出します。
プラン策定や施策の推進状況について意見などを述べていただくと
ともに、プランの推進について一緒に考えてみませんか。
委員の任期　委嘱の日から 3年間
応 募 資 格　市内に住所を有しているか、市内に在勤または在学

しており、原則、平日の午後 6時以降に開催予定の
会議に出席できる満 18歳以上の方

募 集 人 数　2人以内（応募者多数の場合は選考）
応 募 方 法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、応募動機や男

女共同参画についての意見を 400 字以内で記載の
上、ファックス、Eメール、郵送または持参

※応募用紙は、市民連携室、北村・栗沢両支所、幌向・朝日・美流
渡・有明交流プラザの各サービスセンターで配布するほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。
報 酬 な ど　規定に基づき、報酬と交通費を支給
募 集 期 間　4月 1日㈪～ 5月 7日㈫（郵送の

場合は、5月 7日㈫必着）
結 果 通 知　応募者全員に通知
応募・問合先
　〒 068-8686　岩見沢市鳩が丘 1丁目 1番 1号
　岩見沢市総務部市民連携室男女共同参画担当
　FAX　23局 9977　Eメール　danjo@i-hamanasu.jp


